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少し前のデータですが、2002年の厚生労働省が出した「がん2015年問題」では、がんに罹患する患者さんは
増えますが、5年以上生存する患者さんも増えていくという報告があり、生存する患者さんの問題をかんがえて
いかなければならないとされていました。この予測は、現在現実問題となっています。
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がんがあっても生存する いわゆるサバイバーの方が増えると、治療による副作用の症状に対して、リハビリテー
ションが必要となります。リハビリテーションの対象となる障害の種類は、頭頸部がんの場合、スライドに示す
ようなものがあります。
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がんのリハビリテーションは、病気別にそれぞれの目的があります。
どの時期にも リハビリテーションのかかわりが必要です。
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リハビリテーションには スライドにあげるアプローチがあります。
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発音が難しくなったことに対しても、スライドにあげるアプローチがあります。
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口腔内の装置は目的に応じてこのようなものがあります。
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食べることが難しくなったことに対しては スライドにあげるようなアプローチがあります
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